



佐 野 成 一，　片 山 裕 子，　大 槻 祐 喜
小野田　聡，　田 中 義 人，　徳山英二郎
山 田 　 潔，　長谷川健二郎，難波祐三郎









２. Untied Stay Suture 法を用いた指尖部切断再接着
術
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　形成再建外科学
長谷川健二郎，片 山 裕 子，　大 槻 祐 喜
小野田　聡，　田 中 義 人，　佐 野 成 一
徳山英二郎，　山 田 　 潔，　難波祐三郎
木 股 敬 裕













長谷川健二郎，片 山 裕 子，　大 槻 祐 喜
小野田　聡，　田 中 義 人，　佐 野 成 一
徳山英二郎，　山 田 　 潔，　難波祐三郎











片 山 裕 子，　田 中 義 人，　徳山英二郎
大 槻 祐 喜，　佐 野 成 一，　小野田　聡
山 田 　 潔，　長谷川健二郎，難波祐三郎
木 股 敬 裕，　元 木 崇 之，　枝 園 忠 彦



















大 槻 祐 喜，　山 田 　 潔，長谷川健二郎











濱 田 健 太，　黒 江 泰 利，　青 山 克 幸
渡邉めぐみ，　吉 田 一 博，　水 野 憲 治
児 島 　 亨，　松 村 年 久，　野 中 泰 幸
林 　 同 輔，　宮 島 孝 直，　黒 瀬 通 弘











橋 田 真 輔，　高 木 章 司，　中 原 早 紀
山 本 寛 斉，　吉 冨 誠 二，　山 野 寿 久
山 本 典 良，　池 田 英 二，　平 井 隆 二









８. Upside down stomach を呈する食道裂孔ヘルニ
アに胃癌を合併した１例
岡山医療センター　外科
三好雄一郎，　國 末 浩 範，　長 岡 知 里
市 原 周 治，　森 　 秀 暁，　秋 山 一 郎
太 田 徹 哉，　藤 原 拓 造，　臼 井 由 行
田中信一郎，　野 村 修 一
　症例は80歳，女性．黒色嘔吐を主訴に紹介入院となった．









三浦奈緒子，　太 田 徹 哉，　森 　 秀 暁
長 岡 知 里，　市 原 周 治，　秋 山 一 郎
國 末 浩 範，　藤 原 拓 造，　臼 井 由 行











田 辺 俊 介，　白 川 靖 博，　近 藤 喜 太
藤 原 康 宏，　野 間 和 広，　宇 野 　 太
永 坂 岳 司，　香 川 俊 輔，　山 辻 知 樹
小 林 直 哉，　藤 原 俊 義，　内 藤 　 稔












黒 江 泰 利，　濱 田 健 太，　青 山 克 幸
渡邉めぐみ，　吉 田 一 博，　水 野 憲 治
児 島 　 亨，　松 村 年 久，　野 中 泰 幸
林 　 同 輔，　宮 島 孝 直，　黒 瀬 通 弘











林 　 次 郎，　吉 田 和 弘，　木下真一郎























国府島　健a， 繁 光 　 薫b， 須 井 健 太a











中 原 早 紀，　高 木 章 司，　橋 田 真 輔
山 本 寛 斉，　吉 冨 誠 二，　山 野 寿 久
山 本 典 良，　池 田 英 二，　平 井 隆 二











三 宅 由 晃，　遠 藤 裕 介，　三 谷 　 茂











杉 生 和 久，　茂 山 幸 雄，　町 田 芙 美













長谷井　嬢a， 三 谷 　 茂a， 遠 藤 裕 介a





節部に reconstruction plate と periprosthetic screw を併
用しカップ，ステム再置換を行った．手術時間は１時間51
分，出血100㎖．術後１週で離床し経過は良好．periprosthetic 





林 　 拓 男，　難 波 良 文，　門 田 弘 明












20. 骨盤巨細胞腫術後の坐骨欠損股関節に対し jumbo 
cup にて再置換を行った１例
岡山労災病院　整形外科
鳥 家 鉄 平，　難 波 良 文，　門 田 弘 明










21. 大腿骨近位部疾患に対する Gamma 3 U-Lag 
screw の使用経験
笠岡市立市民病院　整形外科
大 澤 誠 也
　症例１，87歳女性．大腿骨転子下骨折術後偽関節に対し
て Gamma 3 U-Lag screw（long nail）を用いて固定，骨移
植も併用した．症例２，77歳女性．大腿骨近位部転移性骨
腫瘍による病的骨折に対して Gamma 3 U-Lag screw（long 
nail）を用いて固定した．いずれの症例も良好な結果が得







山 脇 　 正，　佐 藤 　 徹，　塩 田 直 史









23. 稀な外傷である Cedell’s fracture の治療経験
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　整形外科学
塩 崎 泰 之，　野 田 知 之，　島 村 安 則











金 澤 智 子，　橋 詰 謙 三，　西田圭一郎
中 原 龍 一，　門 田 康 孝，　尾 﨑 敏 文
　生物学的製剤が効果不十分であり，外科的治療が寛解導
入に有効であった関節リウマチの１例を経験した．症例は








田 中 千 晴，　那 須 正 義，　高 田 英 一











寺本亜留美，　中原進之介，　竹 内 一 裕









山根健太郎，　中 西 一 夫，　楢 崎 慎 二
井 上 　 淳，　寺 元 秀 文
　脊椎内視鏡視下手術の治療成績について検討した．腰椎
椎間板ヘルニア12例，腰部脊柱管狭窄症19例の計31例に対








齋 藤 太 一，　杉 本 佳 久，　田 中 雅 人
三 澤 治 夫，　高 畑 智 宏，　林 　 隆 宏










藤 原 智 洋a， 国 定 俊 之b， 井 谷 　 智a
森 本 裕 樹a， 尾 﨑 敏 文a
【症例１】７歳女児．右上腕近位部の骨軟骨腫に対し経過
観察を行った．初診時より３年８ヵ月で完全に退縮した．
【症例２】10歳男児．右大腿骨遠位部の骨軟骨腫に対し経
過観察を行った．初診時より３年は徐々に増大したが，４
年後には自然退縮を認めた．
【考察】骨軟骨腫の自然退縮の報告は少なく，過去の報告
は15例のみである．悪性転化が疑われない場合，自然退縮
の可能性も考慮し，保存的経過観察することも選択肢の一
つである．
